






要約 川崎病の第 17病日に A群溶連菌感染に罹患し第 21 病日目に化膿性腹膜炎で死亡し

た 4ケ月女児の一剖検例における血管病変を電顕・酵素抗体法を用いて検討した。全身の

微小血管に急性の perivasculitis が生じ,特に冠動脈には原疾患に由ると思われる内膜の

肥厚に加えて外膜・中膜に新たな炎症過程が認められた。 


